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示

平成™œ年˜™月˜™日 木曜日 (号外第™�˜号)官 報

別
紙
様
式
第
四
十
五
の
改
正
規
定
の
支
出
欄
中
「_

航
空
機
賃
貸
料

」
を
「_

航
空
機
貸
借
料

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
別
紙
様
式
第
十
六
の
改
正
規
定
は
平
成
二

十
六
年
一
月
二
日
か
ら
、
第
一
条
中
別
紙
様
式
第
十
九
の
改
正
規
定
は
同
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
別
紙
様

式
第
十
九
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
は
、
同
日
以
降
の
取
引
又
は
行
為
に
係
る
報
告
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
別
紙
様
式
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
別
紙
様
式
に
よ

る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在

地公
明
党
沖
縄
第

一
総
支
部

沖
縄
県
那
覇
市
字
宇
榮

原
五
e

二
八
e

三
八

沖
縄
県
那
覇
市
字
宇
榮

原
四
八
五

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
千
葉
総

支
部

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川

区
犢
橋
町
七
一
八
e

一

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区

小
仲
台
八
e

一
二
e

一

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
柏
総
支

部

千
葉
県
柏
市
高
田
一
〇

七
五
e

五
三

千
葉
県
柏
市
光
ヶ
丘

二
e

八
e

一

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
市
原
総

支
部

千
葉
県
市
原
市
君
塚

五
e

二
七
e

二
三

千
葉
県
市
原
市
光
風
台

五
e

七
六

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
松
戸
総

支
部

千
葉
県
松
戸
市
新
松
戸

四
e

二
七
〇

千
葉
県
松
戸
市
小
金
原

二
e

一
〇
e

五
五

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
衆
議
院

比
例
区
北
海
道

第
３
総
支
部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

北
一
条
西
一
九

北
海
道
札
幌
市
北
区
新

琴
似
八
条
一
三
e

三
e

二
一

二
五
、

三
、
二
九

公
明
党
外
房
総

支
部

千
葉
県
山
武
市
松
尾
町

高
富
一
五
四
四
e

三
八

千
葉
県
茂
原
市
南
吉
田

一
七
八
〇

二
五
、

三
、
二
九

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在

地公
明
党
ふ
じ
み

野
総
支
部

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
亀

久
保
四
e

八
e

二
二

埼
玉
県
富
士
見
市
鶴
瀬

西
二
e

一
三
e

三
七

二
五
、

四
、
二
四

公
明
党
衆
議
院

比
例
区
近
畿
第

５
総
支
部

兵
庫
県
姫
路
市
佃
町
七

九

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

八
幡
通
四
e

一
e

六

二
五
、

四
、
二
四

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
数

四
三
七

四
三
八

二
五
、

五
、
一
五

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
東
海
第
２
総
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在

地公
明
党
広
島
第

五
総
支
部

広
島
県
三
原
市
糸
崎

二
e

九
e

一
三

広
島
県
三
原
市
皆
実

四
e

七
e

三
五

二
五
、

五
、
一
五

公
明
党
中
予
総

支
部

愛
媛
県
松
山
市
星
岡

二
e

二
〇
e

一

愛
媛
県
松
山
市
星
岡
町

五
一
〇
e

五

二
五
、

五
、
一
五

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
日
本
維
新
の
会
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
平

成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

日
本
維
新
の
会
の
項
中

「
支
部
の
数

四
七

二

二
四
、
一
二
、

三
」
を

「
支
部
の
数

四
六

二

二
四
、
一
二
、

三
」
に
改
め
、

「
日
本
維
新
の
会

衆
議
院
北
海
道

第
１
区
支
部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

北
一
条
西
二
五
e

一
e

一
二

衆
議
院
北
海
道
第
１
区

〇

」
を
削
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

政
党政

治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

公
明
党

支
部
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在

地公
明
党
衆
議
院

比
例
区
九
州
第

５
総
支
部

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区

奈
良
屋
町
一
一
e

六

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区

赤
坂
三
e

九
e

一
八

二
五
、

二
、
一
三

公
明
党
衆
議
院

比
例
区
近
畿
第

３
総
支
部

大
阪
府
大
阪
市
西
区
立

売
堀
二
e

五
e

四
一

大
阪
府
大
阪
市
東
成
区

中
道
一
e

四
e

二

二
五
、

二
、
一
三

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
数

四
三
八

四
四
二

二
五
、

三
、

七

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
東
北
第
２
総
支
部

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
近
畿
第
４
総
支
部

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
北
関
東
第
３
総
支
部

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
近
畿
第
７
総
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

支
部
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在

地公
明
党
参
議
院

大
阪
選
挙
区
第

３
総
支
部

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺

区
東
高
津
町
一
e

二
八

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺

区
玉
造
本
町
七
e

一
五

二
五
、

三
、

七

公
明
党
鹿
児
島

第
一
総
支
部

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
新

照
院
町
七
e

八

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
柴

原
六
e

五
e

六

二
五
、

三
、

七

公
明
党
鹿
児
島

第
六
総
支
部

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬

金
久
町
六
e

八

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬

浦
上
町
二
一
e

五

二
五
、

三
、

七

›
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